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私は何んでしょう?

必僻 均時∞

~ 

地
震
・
津
波
被
害
の
早
期
復
旧
を

軍師晴樹耐働圃ゐ£

日
本
海
中
部
地
震
と
津
波
に
よ
る
水

産
へ
の
被
害
は
、
調
査
が
進
む
に
従
が

っ
て
次
第
に
膨
れ
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。県

水
産
部
の
六
月

一
三
日
現
在
の
集

計
に
よ
れ
ば
、
被
害
漁
船
数
は
八
五
一二

隻
に
及
び
、
定
置
網

・
底
建
網

・
刺
網

な
ど
の
漁
具
も
軒
並
み
損
害
を
こ
う
む

る
と
共
に
、
被
害
は
漁
港
施
設
か
ら
各

種
漁
業
関
係
施
設
に
及
び
、
被
害
総
額

は
約
四
五
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

特
に
漁
船
や
漁
具
は
、
生
産
基
盤
と

し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

そ
の
修
理
や
補
充
に
は
莫
大
な
経
費
を

必
要
と
す
る
他
に
、
漁
期
に
間
に
合
わ

な
い
実
態
に
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

漁
を
見
逃
す
こ
と
に
よ
る
損
害
も
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

先
づ
も
っ
て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
多

く
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
乙
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
以
上
、
落
胆
ば
か
り
も
し
て

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
ら
の
気
持
ち
を
奮

い
立
た
せ
て
、

一
日
も
早
く
復
旧
の
途

を
聞
い
て
頂
く
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

今

一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

所
長

イ手

藤

コーセイ印刷

進

海
の
中
の
魚
員
藻
類
資
源
が
、
あ
の
津

波
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
か

と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
の
為
に
、
水
産

増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
漁
政
課
、
普
及
所

と
共
に
影
響
の
実
態
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
調
査
事
項
は
二
つ
あ

り
、
そ
の
一
つ
は
車
力
沖
の
放
流
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
調
査
、
今
一
つ
は
小
泊

・
探

浦

・
岩
崎
な
ど
に
代
表
地
点
を
選
ぴ
、

サ
ザ
エ

・
ア
ワ
ビ

・
海
葎
類
な
ど
の
磯

根
資
源
の
調
査
で
す
。
被
災
地
で
は
向

か
と
と
多
用
の
と
こ
ろ
と
は
存
じ
ま
す

が
、
何
卒
こ
の
調
査
に
も
と
協
力
の
程

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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な
聞
で
す
か
ら
明
る
い
話

一

つ
。
上
の
写
真
は
向
に
見

一

か
。
X
と
一
言
?
っ
形
を
し
て

イ
ズ
め
き
ま
す
が
、
こ
れ

(モス
y
，
ガ
イ
)
の
ラ

す
。
今
年
は
じ
め
て
、
セ

で
人
工
採
苗
試
験
を
や
っ

と
こ
ろ
、
順
調
に
育
っ
て

将
来
種
苗
生
産
が
可
能
に

も
知
れ
ま
せ
ん
。
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へ
い
死
の
懸
念
去
ら
ず
グ

|
|
」

春

期

養

殖

ホ

タ

テ

ガ

イ

実

態

調

査

結

果

か

ら

|

L

恒
例
と
な
っ
た
春
期
養
殖
ホ
タ
テ
ガ

イ
実
態
調
査
が
、
五
月
一
八
日
か
ら
一
一

一一
一
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
陸

奥
湾
全
域
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
主
依
は
漁
業
協
同
組
合
で
、

県
と
市
町
村
が
指
導
協
力
を
し
、
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

調
査
対
象
者
は
、
各
地
区
む
と
に
無

作
為
に
抽
出
し
た
八
七
人
、
調
査
点
数

は
一
七
一
点
、
調
査
し
た
ホ
タ
テ
ガ
イ

は
二
三
、
二
六
八
個
で
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
を
み
ま
し
ょ
う
。

表
1
、
図
1
に
半
成
貝
(
前
年
生
れ

の
貝
)
の
年
度
別
の
へ
い
死
率
、
異
常

貝
出
現
率
の
推
移
を
一
不
し
ま
し
た
。

一
目
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
組
織
的

に
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
五
二
年
以
降
最
も
成
績
が
よ
か

っ
た
の
は
昨
年
(
五
七
年
)
で
、
こ
れ

に
較
べ
て
今
年
は
へ
い
死
率
で
一二
・
一

倍
、
異
常
貝
出
現
率
で
二

・
一二
倍
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

へ
い
死
率
三
・
一
%
、
異
常
貝
出
現

率
四

・
四
%
だ
け
を
み
る
と
、
へ
い
死

ほ
だ
て
貝
部

部
長

青

山

禎

夫

の
懸
念
が
差
し
迫
っ
た
も
の
で
は
な
い

と
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
大
安
危
険

な
要
因
を
内
在
し
て
い
ま
す
乞

昨
年
(
五
七
年
)
秋
の
養
殖
実
態
調

査
で
、
稚
貝
(
今
回
の
調
査
対
象
半
成

貝
)
の
異
常
貝
出
現
率
が
一
四

・
九

%

と
高
率
を
示
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
時
点
で
の
パ

ー
ル
ネ
ッ
ト
一
段
あ
た
り
の
収
容
数
は
、

全
湾
平
均
で
二
四
個
で
し
た
。

今
回
、
同
じ
系
列
の
パ

i
ル
ネ
ァ
ト

一
段
あ
た
り
の
収
容
数
を
み
ま
す
と
、

平
均
で

一
七
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
昨
年
秋
の
調
査
時
に
異
常

員
で
あ
っ
た
個
依
は
、
そ
の
後
ま
も
な

く
へ
い
死
し
て
、
今
回
の
調
査
で
観
察

さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
新
た
に
出
現
し

た
異
常
や
へ
い
死
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
枚
以
降

進
め
て
き
た
、
分
散
時
や
耳
づ
り
作
業

時
に
徹
底
的
に
患
い
貝
を
選
別
除
去
す

る
こ
と
や
、
余
分
の
貝
を
処
分
す
る
な

ど
の
緊
急
対
策
が
功
を
奏
し
て
、
園出芯

の
一
事
態
を
回
避
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、

(

(

 

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
と
一言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ε

へ
い
死
の
主
要
因
が
「
笛
理
と
収
容

数
と
に
代
表
さ
れ
る
養
殖
技
術
で
あ
る
」

こ
と
が
明
確
と
な
っ
て
久
し
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
場
に
お
い
て
な
か
な
か

安
定
生
産
体
制
が
整
わ
な
い
の
は
残
念

な
こ
と
で
す
。

養
殖
管
理
が
上
達
す
れ
ば
、
よ
り
多

く
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
殺
さ
ず
に
育
て
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
は
、
異
論
の
な
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
お
の
ず
か
ら
海
域
に

は
生
産
力
に
限
界
が
あ
る
訳
で
す
か
ら
、

技
術
は
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
有
効
と

護殖ホタテガイ実態聞査結果一覧(春期)

へ に、 死 率 (%) 異常貝出現率 (%) 

綱
上磯 膏森 平内 上北 下北 全湾 上積 青森 平内 上北 下北 全湾

査
地区 地区 地区 地区 地区 平均 地区 地区 地区 地区 地区 平均重手

昭52 32.0 77.0 32.0 43.0 58.0 48.0 85.0 90.0 65.0 99.0 58 .0 74.3 

53 I 12.0 4.0 6.0 0.2 5.0 6.0 23.0 14.0 13.0 3.0 13.0 14.6 

54 I 0.8 1.2 1.5 4.9 1.6 1.7 5.9 12.0 3.0 5.4 5.6 5.6 

551 0.2 12.3 3.5 0.1 0.3 2.4 4.5 22.6 8.9 3.0 2.3 6.6 

56 I 5.5 3.0 1.8 1.0 0.5 2.3 17.8 15.3 4.0 5.8 6.3 8.3 

57 I 1.8 0.8 1.2 0.7 0.1 1.0 5.1 2.0 1.3 1.1 2.8 1.9 

58 1 2.1 2.2 4.0 4.2 1.1 3.1 2.4 4.7 5.4 5.5 1.6 4.4 

表1

な
り
ま
す
。

陸
奥
湾
で
は
、
養
殖
に
占
め
る
耳
づ

り
の
割
台
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
様
子
を
表
2
に
示
し
ま
し
た
。

こ
の
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
は

耳
づ
り
養
殖
が
養
殖
全
依
の
七
O

%
を

越
え
て
い
ま
す
D

し
か
も
こ
の
現
象
は

急
激
に
進
行
し
た
も
の
で
、
多
く
の
問

題
を
含
ん
で
お
り
ま
す
【一

耳
づ
り
は
大
安
有
効
な
養
殖
方
法
の

一つ
で
す
か
ら
、
そ
の
長
所
が
最
大
限

に
活
き
る
限
り
に
お
い
て
は
肯
定
で
き

ま
す
が
、
現
状
は
行
き
過
ぎ
が
明
ら
か

で
す
。

00 期春

(%) 
80 

60 

戸-、

-、

表
の
右
側
に
幹
綱
一
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
の
垂
下
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
個
数
を
示
し

て
あ
り
ま
す
が
、
年
々
増
加
し
て
今
年

は
つ
い
に
一
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
二
五

六
個
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
が
垂
下
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
多
く
の
試
験
か

ら
、
幹
綱

一
メ
ー
ト
ル
(
漁
場

一
平
方

メ
ー
ト
ル
)
あ
た
り
一

C

O
個
が
好
成

績
で
あ
る
と
と
を
実
証
し
て
お
り
、
こ

れ
を
も
と
に
し
て
出
来
る
だ
け
一

0
0

個
(
多
く
て
も
一
五
O
ま
で
)
に
近
づ

け
る
よ
う
に
く
り
返
し
主
張
し
て
い
ま

す
。

58年52 53 54 55 56 57 

図1 養殖実態調査 (半成貝・全湾平均)

40 

20 
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こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

現
状
は
危

険
な
状
態
が
む
し
ろ
進
行
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
一
度
、
基
本
に
も
ど
っ
て、

安
定

生
産
基
盤
を
再
構
築
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

耳づり糞殖の推移

年
養殖に占める耳づ

連の間隔 (cm)
1 i車あたりの垂下 幹綱 1mあたりの

りの割合 (%) イ団体数 (個) 垂下個体数(個)

昭55年 28.2 71 121 170 

56 60.0 71 123 173 

57 73.9 66 136 206 

58 72.1 60 145 256 

表2

3 

--、

採
百
器
中
の
稚
ヒ
ト
デ

対
策
に
一
つ
の
試
み

ほ
疋
て
貝
部

主

任

研

究

員

回

(註)耳づりの割合について、昭53年は日 %、昭54年は 12.0%であった。

{
現
状
と
問
題
点
】

陸
奥
湾
で
は
、採
苗
器
に
稚
ヒ
ト
デ
も

付
着
し
、
稚
ヒ
ト
デ
は
付
着
し
た
ホ
タ

テ
ガ
イ
稚
貝
を
食
い
尽
す
の
で
、
養
殖

管
理
上
の
大
き
な
問
題
の

一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昭
五
三
年
に
、
野
辺
地
町
実
験
漁
場

に
設
置
し
た
採
苗
器
の
付
着
稚
貝
に
ち

ら
れ
た
食
害
例
を
表
に
一
不
し
ま
す
ぐ
仲
必

着
数
は
上
層
に
多
/
入
、
稚
貝
が
全
滅
し

た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

川
食
害
を
受
け
そ
う
だ
と
な
れ
ば
、

採
取
サ
イ
ズ
前
で
あ
っ
て
も
稚
員
採
取

を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ω生
貝
中
に
口
を
開
い
た
死
殻
が
混

在
す
る
と
、
各
種
計
量
容
器
を
使
っ
て

も
養
殖
の
基
本
で
あ
る
収
容
個
数
を

一

定
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん。

{
現
在
の
対
策
】

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て、

現
在
養
殖

業
者
は、
川
採
苗
器
の
中
身
(
古
流
し
網
や
ネ

ト
ロ
ン
ネ
ッ
ト
を
そ
っ
く
り
取
り
出
し

て
、
新
し
い
丸
篭
や
パ

l
ル
末
ッ
ト
に

中

俊

入
れ
て
再
垂
下
す
る
。

間
通
常
の
稚
貝
採
取
の
よ
う
に
付
着

採苗器の 付着総数 6 mm以下の付着数 6mm以上の付着数 ヒトデ

垂下水深 生員生残率 生貝生残率 生貝生残率
{固 mm 

m 個/袋個/袋 % 個/袋個/袋 % 個/袋個/袋 % 

7 26，781 8，200 30.6 12，921 5，220 40.4 13，860 2，980 21.5 84 17-45 

17 22，064 15，771 71.5 17，952 13，518 75.3 4，112 2，253 54.8 81 14-32 

27 28，276 24，317 86.0 27，450 23，607 86.0 826 710 86.0 37 11-35 

17 6，307 28 0.4 4，752 28 0.6 1，555 。 o 1 70 16-45 
23 23，325 18，665 80.6 17，400 13，720 80.0 5，925 4，745 80.1 27 13-31 

29 12，753 9，674 75.9 9，653 7，027 72.8 3，100 2，647 85.4 25 12-32 

輔
戸画、、

(
 

税
同
を
ふ
る
い
落
し
、
税
ヒ
ト
デ
を
取

り
除
き
、
新
た
に
中
古
流
し
網
に
ま
ぶ

し
位
し
て
川
の
様
に
す
る
。

間

ω同
様
に
ふ
る
い
落
し
、
ヒ
ト
デ

を
取
り
除
い
て
目
合
が
細
か
い

0
・五
分

自
i
一
分
自
の
パ

l
ル
ネ
ッ
ト
に
収
容

し
て
再
垂
下
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
い
ず

れ
も
高
密
度
の
ま
ま
で
あ
り
、
か
つ
山

・
川
で
は
一
一
一

1
四

酬
の
付
着
稚
貝
を
強

制
的
に
た
た
き
落
す
の
で
、
稚
貝
側
か

ら
み
る
と
適
切
な
処
置
を
さ
れ
た
と
は

思
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

{
一
つ

の
試
み
}

ヒ
ト
デ
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ヒ
ト

デ
の
食
害
を
防
ぎ
、
同
時
に
大
量
に
付

着
し
た
稚
員
を
川
引
き
ず
る
効
果
を
ね

ら
っ
て
、
図
に
示
し
た
よ
う
な
方
法
を

試
み
ま
し
た
。

こ
の
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
採
苗
器

片
に
稚
貝
が
付
着
し
た
状
態
の
ま
ま
、

そ
の
一
部
分
を
目
合
の
大
き
い
(
三
分

自
)
パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
に
収
容
し
、
通
常

の
稚
貝
採
取
を
省
略
す
る
点
に
あ
り
ま

す
。そ

の
結
果
、
第
一
回
分
散
時
に
食
害

さ
れ
た
稚
員
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

収
容
個
数
の
ば
ら
つ
き
が
や
や
大
き

い
(0
1
ム
っ
て

O
個

/
パ
、
平
均
二
二

・
五
個
/
パ

)
こ
と
が
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
工
夫
次
第
で
向
と
か
な
り

採苗器購入月日 53年5月9日，調査月日 53年7月25日-26日 (稚貝採取月日)
場所.上北郡野辺地町目の越沖水深刻m

そ
う
で
す
。
ま
た
五
八
年
四
月
の
取
り

揚
げ
ま
で
の
生
存
率
や
成
長
は
通
常
の

方
法
と
何
ら
か
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

57年 3月

第 2回介散
9月下一10月上旬

第 l因分散

7月中-8月上旬

稚貝分散

6月中-7月上旬

早期採取

一般的な養殖管理方法 販売

販売

*流し網全E量110 ~ (付着個数 21 ， 532佃/袋 ) 、収容した流し網切片 1.5- 4.0~ (1951固/切片)

採苗器片をパ(3分自)
に適量入れる。.

今回試みた方法
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今
年
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
採
苗

青森県水産増殖センタ ーだより 第24号民'iîD民'iîD同'iîD同争回'iîD民'iîD民~同'iîD民争回~回争回'iîD民主b

ほ
だ
て
貝
部

主
任
研
究
員

忠

Z
E作
型
で
好
成
長
}

六
月
二

i
八
日
、
第
一
回
付
着
稚
貝

調
査
が
行
わ
れ、

採
苗
器

一
袋
当
り
の

付
着
稚
員
数
は
三
五
、
三
O
(
)
伺
と
な

り
、
昨
年
(
一

、六
C
O個
)
と
は
打
っ

て
斐
っ

た
豊
伴
と
な
り
ま
し
た
3

ま
た

今
年
は
稚
貝
の
サ
イ
ス
が
大
き
い
こ
と

が
特
色
で、

二

m
以
上
が
七
五
%
を
占

め
、
例
年
の
六
月
下
旬
1
七
月
上
旬
の

大
き
さ
で
す
。

【採
取
は
七
月
上
1
中
旬
}

こ
の
よ
う
に
稚
貝
が
大
き
い
の
で、

採
取
は
例
年
よ
り
早
ま
り
七
月
上

1
中

旬
と
な
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
害

敵
で
あ
る
ヒ
ト
デ
の
付
着
が
少
な
い
の

で
、
稚
買
が
充
分
成
長
し
て
か
ら
採
取

し
た
方
が
有
利
で
す
。
た
だ
し
、
付
着

数
の
非
常
に
多
い
地
区
や
、
ヒ
ト
デ
の

付
着
の
多
い
地
区
で
は
早
め
に
採
取
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
ム
ラ
サ
キ

イ
ガ
イ
の
付
着
も
ホ
タ
テ
同
様
多
い
で

す
が
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
の
で
採
取
へ

の
直
接
の
影
響
は
少
な
く
、
む
し
ろ
耳

吊
り
養
殖
の
付
着
物
と
し
て
問
題
に
な

り
そ
う
な
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

{順
調
な
今
年
の
経
過
】

平

野

こ
の
よ
う
に
豊
作
と
な
っ

た
背
景
に

は
、
産
卵
と
ラ
l
パ
の
成
育
が
順
調
だ

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
c

ま
た
、

こ
れ
ら
は
湾
内
の
氷
温
か
昨
年
軟
か
ら

高
め
に
推
移
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
こ

一
心
配
な
母
貝
数
】

今
年
は
環
境
条
件
に
恵
ま
れ
、
豊
作

と
な
り
ま
し
た
が
、
一フ
l
八
出
引
数
の

ピ
i
ク
は
一

、
O
六
O
個
と
あ
ま
り
多

く
な
く
、
全
依
で
の
産
卵
規
模
が
小

さ
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
年

々
母
貝
数
が
減
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ

れ
、
環
境
条
件
の
忠
か
っ
た
昨
年
の
不

漁
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
こ
こ

の
辺
で
、
産
卵
用
ほ
民
の
保
護
育
成
に

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
ミ

稚員の般長組成

% 
60r 

出 「 一一-
40ト l

.--，.ト 1 L__  

率 20 ~ 11  

o L -=::::j トーー 『

o 1 2 3 4 5mm 
政長

-

毅 長 組 成 (%) その他 (個/袋)

，魚 協 士也 先
投入 ホタテガイ付着数

月日 (佃/袋)
1 mm 4 - 5 ムフサキ

未満
I mm- 2 mm- 3mm- ヒトデ

mm イガイ

平 舘 舟 岡 4.19 11，800 19 36 45 約20 4，700 

蟹
4. 10 11，900 32 48 20 1/ 50 4，400 

国 塩 越
4.20 10，800 40 38 22 1/ 20 2，000 

蓬 因 蓬 田 4.18 15，700 30 54 16 1/ 60 1，400 

後 ，窮 後 潟 4. 17 10，300 2 22 52 24 。 700 

奥 内 内真部 4.18 10，000 4 36 50 10 //3日 600 
青

原原 耳1I 軍IJ 4.15 3，700 8 42 40 10 。 2，600 
、 森
久栗坂 久栗坂 4. 17 3，700 6 38 56 /ノ 10 800 

土 屋 鴎 E島 λ/ 11，100 12 62 26 3 2，900 

茂 ;甫 茂浦島 4.19 5，300 4 20 42 34 4 20，900 

，甫 国 .Iiii 生 4.15 11，800 7 22 50 21 3 14，700 
平

大島西 ノノ 19，900 6 12 51 25 6 19，800 
東田沢

大 島 4.18 12，900 5 19 54 22 20，900 

4.17 12，700 34 46 20 。 21，900 
内 湊 安井崎

ノ/ 35，100 22 34 44 。 27，400 

小湊境 4.25 28，700 48 42 10 。 10，000 
清水川

大 崎 4.20 31，600 28 58 14 。 10，200 

馬 門 1/ 34，200 21 48 31 。 18，300 

野 i旦 t也 木 明 4.21 13，400 

有 P 4.22 49，300 5 42 42 11 。 44，800 

百目 木 4.14 28，300 14 23 46 17 。 30，500 

横 浜 犠 ，兵 4.16 8，200 4 28 56 12 。 4，500 

桧 木 ノノ 84，900 14 30 48 B 。 27，900 

浜奥内 5. 120，400 26 48 26 。 27，100 
む 'コ

30，300 金谷沢 4.28 81，400 10 50 40 4 

)11 内 4.23 78，500 6 46 一 21，400 
48 

)11 内 令官 )11 4.22 70，100 3 24，200 
、-~一一~

2 37，300 1/ 1/ 54，300 8 36 56 

脇 聖子 r尺 瀬 野 4.18 154.600 2 20 )守τ~ 。 265，700 

西 ，膏 平 均 10，500 2.6 24.4 46.8 25.8 0.5 16 6，300 

東 ，寄 平 均 52，900 0.8 23.5 41.9 3日.7 3.1 38，900 

全 ，奄 平 均 35，300 1.5 23.9 43.9 28.7 2.0 7 24，900 



戸画、、

，画、

ヒ
ラ
メ
の
栽
培
漁
業
化
に
つ
い
て

青森県水産増殖センターだよ り第24号

最
初
に
表
ー
を
と
覧
下
さ
い
。
こ
れ

は
昭
五
五
年
度
の
ヒ
ラ
メ
の
水
揚
量
を

示
し
た
も
の
で
す
。
何
と
、
青
森
県
の

水
揚
量
は
全
国
の
一
九
%
に
達
し
、
文

字
通
り
日
本
一
で
す
。
ま
た
県
内
で
は
、

ヒラメの水揚量

海 域 水 揚 量

北海道 730トン

太平洋北 2，225 

グ 中 457 

グ 南 128 

日本海北 1，350 

I! 南 776 

瀬戸内海 443 

東しな海 1，003 

(青森県) 1，371 (19.3%) 

言十 7，113 

d主同d言同省言同省言同d言同省主同省言司逗言同.;$同.;$同省主同告知d主同

表 1最
近
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
に
取
り
組
む
漁
業

者
や
漁
業
組
合
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
県
で
は
、
ヒ
ラ
メ
の
栽
培
漁
業
化

を
進
め
る
目
的
で
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生

産
、
中
間
育
成
技
術
の
開
発
や
放
流
試

験
な
ど
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
乙
で
今
回
は
、
ヒ
ラ
メ
に
関
す
る

試
験
研
究
の
現
状
や
、
将
来
の
展
望
な

ど
に
つ
い
て
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
筆
を

走
ら
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
種
苗
生
産
技
術
は
こ
こ
ま
で
進
ん
だ】

ど
ん
な
魚
で
も
、
育
て
る
漁
業
を
進

5 

所
長

伊

進

藤

め
る
に
当
っ
て
は
、
先
づ
種
苗
を
人
工

的
に
生
産
で
き
る
様
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、

数
年
前
か
ら
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
技
術

の
開
発
に
心
血
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
次
の
様
な
こ
と
が
解
っ
て
来

ま
し
た
。

親
ヒ
ラ
メ
を
水
槽
で
飼
育
し
、
早
春

か
ら
少
し
温
め
た
海
水
を
か
け
流
し
て

お
く
と
、
天
然
よ
り
一
足
早
く
五
月
頃

か
ら
七
月
頃
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
毎
日
、

数

一
O
方
粒
の
卵
を
産
卵
し
、
雄
が
放

出
す
る
精
子
に
よ
っ
て
受
精
し
、
容
易

に
受
精
卵
が
得
ら
れ
る
。

受
精
卵
は
直
径
0
・
九
叩
程
で
海
水

中
に
浮
か
び
、
二
i
三
日
で
ふ
化
し
約

一一

・
五
酬
の
仔
魚
と
な
る
。
こ
れ
に
餌

の
ワ
ム
シ
や
ア
ル
テ
ミ
ア
を
与
え
て
飼

育
す
る
と
、
一二
O
日
位
い
で

一
0
1
一

五
酬
と
な
り
、
愛
態
し
て
底
生
稚
魚
と

な
る
。
引
続
き
、
細
か
く
砕
い
た
魚
肉

を
与
え
て
三
O
日
程
飼
育
す
る
と
二

・

0
1
二
・
五
仰
に
な
り
、
運
搬
も
容
易

に
な
る
。
こ
の
間
の
通
算
歩
留
は
、
良

い
時
に
は
二一
O
切
程
度
を
示
し
、
一
ト
ン

水
槽

一
個
当
り
一

万
尾
位
い
の
も
の
が

壷
産
で
き
る
。

結
論
と
し
て
、
若
し
新
し
い
種
苗
生

~ 

(
 

産
施
設
(
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
)
が
建

設
さ
れ
れ
ば
、
必
要
量
の
ヒ
ラ
メ
種
苗

を
事
業
と
し
て
生
産
す
る
可
能
性
が
出

て
き
た
様
に
思
い
ま
す
。

{放
流
適
サ
イ
ズ
と
中
間
育
成
}

前
記
の
二
・
0
1
二
・
五
仰
の
稚
魚

を
自
然
の
海
に
放
流
し
て
、
こ
れ
が
生

き
残
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
引
は
簡

単
で
す
。
し
か
し
、
放
流
試
験
の
結
果

で
は
、
そ
れ
山
円
安
易
で
は
な
い
こ
と
が

解
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の

一
例
と
し
て
、
水
産
試
験
場
の

小
田
切
さ
ん
が
試
験
さ
れ
た
結
果
に
よ

れ
ば
、

一
・
五
j
二
・

o
mの
稚
魚
は

放
流
後
な
か
な
か
着
底
し
な
い
が
、
内

m
位
い
に
な
っ
た
も
の
は
耗
底
が
早
く
、

砂
に
も
潜
る
と
占
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

放
流
山
刷
所
付
近
で
捕
え
た
他
の
魚
の
目

を
調
べ
て
み
る
と
、
四

・
五

m
以
下
の

ヒ
ラ
メ
稚
魚
は
食
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
よ
り
大
き
い
も
の
は
食
べ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
最
低
五

m
以
上
に
青
て

て
か
ら
放
流
す
る
こ
と
が
明
ま
し
い
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
場
所
に
よ
っ
て

は
筈
魚
の
生
息
状
況
も
違
い
ま
す
の
で
、

更
に
詐
し
く
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

こ
の
様
な
訳
で
、
二
・
0
1
二
・
五

四
紙
魚
を
五

m
以
上
に
筒
て
る
為
に
中

間
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

大
き
さ
に
な
る
と
、
ヒ
ラ
メ
の
紙
魚
は

体長約8mmヒラメの仔魚写真1体長約20mmヒラメの稚魚写真2

一 仁 :コ 抽流 椎魚(%)

l j 仁二コ 童書された稚色 (忽)
-ー寸

L 
1 --， 

4 I L_l_ 
1 3 4 5 6 (cm) 

全長

放流したヒラメ稚魚の被食害状況

小田切(昭57)

40 

頻 30

20 

日

目

図1

度 10

共
食
い
を
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
り
、

飼
育
密
度
を
低
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た

り
、
ま
た
大
き
さ
に
比
例
し
て
運
搬
が

面
倒
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
従
が
っ

て
、
将
米
巾
川
脊
成
を
す
る
に
刀

つ
て

は
、
原
則
と
し
て
放
流
地
先
付
近
で
実

施
す
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
考
え
の
も
と
に
、
放
流
地
先
の
組
合

で
も
実
施
で
き
そ
う
な
中
山
育
成
力
法

と
し
て
、
陪
L
J

氷
槽
、
海
中
生
笛
網
、

砂
浜
狗
叫
に
設
け
た
囲
い
網
の
こ
極
に

つ
い
て
、
そ
の
優
劣
を
比
較
検
討
し
て

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
み
る
と
、
歩

留
り
は
陸
上
水
槽
が
最
も
よ
く
約
四
O

%
、
次
い
で
海
中
生
賛
網
が
約
二
一
(
)
%
、

囲
い
網
の
場
合
に
は
台
風
で
壊
さ
れ
て

O
%
と
な
り
ま
し
た
。
成
長
は
飼
省
官

度
歩
一
一
ぽ
当
り
1
l
尾
程
度
と
し
た
財
合
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に
、
一
日
当
り
一
二
一

1
一
・
五

m
と

な
り
ま
し
た
。
最
も
確
実
な
方
法
は
陸

上
水
槽
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
が
、

施
設
費
と
海
水
ポ
ン
プ
用
の
電
気
代
が

余
分
に
か
か
る
こ
と
が
泣
き
所
で
す
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
更
に
試
験
を
重

ね
た
い
も
の
で
す
。

【放
流
ヒ
ラ
メ
は
県
内
に
留
る
か
?
}

苦
心
し
て
稚
魚
を
育
て
て
放
流
し
て

も
、
県
外
に
回
遊
し
て
し
ま
い
漁
獲
の

対
象
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
水
産
試
験
場
で

は
、
皆
さ
ん
の
底
建
網
な
ど
で
獲
れ
た

ピ
ン
ヒ
ラ
メ
を
用
い
て
行
な
っ
た
標
識

放
流
試
験
結
果
を
表
2
の
様
に
極
め
て

お
り
ま
す
。
表
に
見
ら
れ
る
様
に
、
と

く
一
部
の
も
の
は
長
距
離
移
動
し
て
お

り
ま
す
が
、
大
部
分
の
も
の
(
八
九
%
)

は
県
内
で
再
捕
さ
れ
て
お
り
、
気
に
す

る
程
で
な
い
乙
と
が
解
り
ま
す
。

棟織放流ヒラメの再捕場所

小田切(昭57)

再捕場所 比率

膏 森 県 89.2% 

秒t 回 県 7.7 

山 青三 県 0.9 

新 潟 県 1.5 

富 山 県 0.1 

北 rルlit 道 0.4 

{ 昌 城 県 0.1 

型軽2

ま
た
同
じ
試
験
で
、
放
流
さ
れ
た
ヒ

ラ
メ
の
う
ち
再
捕
さ
れ
た
も
の
の
比
率

は
約

一
八
%
と
計
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

標
識
の
脱
落
、
標
識
魚
の
へ
い
死
、
再

捕
魚
の
報
告
洩
れ
な
ど
が
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
放
流
後
の
歩
留
り
は
可

成
り
高
い
も
の
と
期
待
し
て
よ
さ
そ
う

で
す
。

【
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
に
つ
い
て
}

県
内
の
漁
業
者
や
漁
業
組
合
の
聞
で

は
、
底
建
網
な
ど
で
獲
ら
れ
た
ピ
ン
ヒ

ラ
メ
を
養
殖
し
て
高
値
で
販
売
す
る
養

殖
に
着
目
し
て
、
既
に
企
業
化
試
験
を

始
め
て
い
る
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま

で
の
と
こ
ろ
直
接
本
格
的
な
養
殖
試
験

を
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
細

な
点
に
つ
い
て
は
不
充
分
で
す
が
、
文

献
な
ど
を
も
と
に
し
て
と
参
考
に
な
り

そ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
z

ヒ
ラ
メ
の
養
箔
が
企
業
で
あ
る
以
上
、

採
算
が
合
う
様
な
方
法
を
と
る
必
要
が

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
3

養
殖
用
の
種
苗
と
し
て
は
、
将
来
は

人
工
採
苗
後
越
冬
さ
せ
た
も
の
が
主
体

と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
は

底
建
網
な
ど
で
獲
ら
れ
た
ピ
ン
ヒ
ラ
メ

を
利
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

向
れ
を
用
い
る
場
合
に
も
、
な
る
べ

く
早
く
、
単
価
が
高
い
一
回
以
上
の
魚
体

に
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
図

2
に
、

(

(

 

各
地
に
お
け
る
ヒ
ラ
メ
の
成
長
状
況
を

一ホ
し
ま
し
た
。
こ
の
図
で
明
ら
か
な
様

に
、
南
方
程
成
長
が
早
く
、
そ
の
年
生

れ
の
種
苗
を

一
1
一
・
五
年
も
養
殖
す

れ
ば

一
は
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
青
森

県
や
北
海
道
な
ど
の
北
方
で
は
、
ピ
ン

ヒ
ラ
メ
の
う
ち
五

O
O
g
近
い
大
型
の

も
の
(
ニ
オ
魚
)
だ
け
が
半
年
の
養
殖

で
一
回
に
な
り
ま
す
が
、
二
O
O
g
以

1.000 t 

800 

600 

下
の
も
の
(
一
オ
魚
)
は
五

O
O
g
に

な
る
の
が
や
っ
と
で
す
。

北
方
に
お
い
て
ヒ
ラ
メ
の
成
長
が
劣

る
の
は
、
海
水
温
が
低
い
為
で
す
。
図

3
に
示
し
た
様
に
、
ヒ
ラ
メ
が
成
長
す

る
二

一1
二
七
℃
の
水
温
の
期
聞
が
静

岡
で
は
周
年
に
及
び
ま
す
が
、
青
森
で

は
一
年
の
う
ち
七
ヶ
月
し
か
あ
り
ま
せ

ん
コ
従
が
っ
て
、
乙
の
七
ヶ
月
間
に
で
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各地における養殖ヒラメの成長
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き
る
だ
け
成
長
す
る
様
に
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
な
お
将
来
、
ヒ
ラ
メ

の
養
殖
が
全
国
的
に
本
格
化
し
て
く
れ

ば
、
水
温
の
点
で
不
利
な
北
方
で
は
、

競
争
に
負
け
る
恐
れ
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
最
近
の
県
内
の
ヒ
ラ
メ
養
殖

へ
の
過
熱
ぶ
り
を
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
心
配

し
な
が
ら
筆
を
お
く
も
の
で
す
。

図3 各地の水温と

ヒラメの成長期間
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